
トランスフォーメーションの時代を生きる
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2000 2010 2020 2030 2040 20502015

SDGs
目標年

欧州・日本等で
CO2排出量
実質ゼロの
目標年

シンギュラリティ
（AIの人間超え）︖第４次産業革命（デジタル革命）

20世紀の
経済社会シ
ステム

持続可能でデジタル
が深く組み込まれた
経済社会システム

SX ＆ DX
サステナビリティとデジタル

２つのトランスフォーメーション

20世紀パラダイム
における正解

新しい
パラダイム
での“普通”

「我々の世界を変革するー持続可能な
開発のための2030アジェンダ」採択

パリ協定 採択（脱炭素へ）

図書籍「SDGs人材からソーシャル・プロジェクトの担い手へ」広石・佐藤著より

パラダイムの混在による
分断と混乱の時代



 Liner Economyの問題対応としての
３R（リユース、リデュース、リサイクル）

 持続可能な資源利用を実現できる
循環型の社会システム・デザイン

 製品設計時の資源効率性の追求
（再生材料、生資源の減少、共通化）

 製品寿命の延⻑、修理・分解可能な構造
 Paas（プロダクト・アズ・サービス）
（シェアエコ、サブスク利用、リース）

 修理、アップグレード、再生
 廃棄物・利用後製品の再利用
 廃棄物回収（部品・資源の回収）
 ライフサイクルのバリューチェーンの統合

欧州のCircular Economy
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パラダイム転換＝価値の転換
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20世紀の経済成⻑
の前提にある価値

均質、大量、
効率、集中、
一方向

持続可能な経済社会の
前提にある価値

ここだけの、本物の
自分だけの
手間かけて丁寧に
ローカル
体感できる循環お金に

ならない

お金は共感
できることに
使いたい



システム
思考

予 測

規 範

戦 略

批判的思考

統合的
問題解決

問題の構造
の理解

ありうる未来／
ありたい未来、
リスク認識

意味付け 判断基準

実現の道筋

協 働

力を持ち寄る
実現力を
高める

社会情動的知性

⾃⼰認識

自ら考え、
問いかける

鍵となるのは「人の変容」
UNESCO サステナビリティ・キーコンピテンシー
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自分を知る
感情、役割を知る

DX


